




















地域で受けられる
最先端の糖尿病治療
彦根市立病院　糖尿病・代謝内科 ─ 滋賀県

ここが
自慢 ! 

　彦根市立病院 糖尿病・代謝内科は、滋賀県湖
東地区では数少ない糖尿病代謝疾患を専門とす
る診療科です。
　慢性疾患である糖尿病は、食事・運動療法を
ベースに、個々の患者さんに適した薬物療法を行
いながら、合併症の発症・進展抑制をはかること
が重要です。当科では、日本糖尿病療養指導士
（CDEJ）や滋賀糖尿病療養指導士（CDE滋賀）＊

の資格を持つ多職種のスタッフがチームを組んで、
患者さんの診療・療養を支援しています。とくに
食事療法に関しては 8名の管理栄養士を配し、
入院から外来まで継続した指導を行っています。
糖尿病と歯周病の関連性にもいち早く注目し、医
科・歯科連携を院内外で進めてきたのも、当院の
特徴です。
　糖尿病患者さんが増え続けるなか、地域連携
の推進は必要不可欠であり、当科では開業の先
生向けの糖尿病講座を開催したり、多くの研究
会で治療法を話し合うことでお互いの信頼関係
を築いてきました。このように、近隣の病医院とも
連携し、紹介・逆紹介なども積極的に行いながら、
地域に根ざした最先端の医療を提供することを
当科の使命と考え、日々の診療に取り組んでい
ます。

＊ 滋賀県糖尿病療養指導士認定委員会が認定するCDE

彦根市立病院
糖尿病・代謝内科　主任部長

黒江  彰 先生
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連絡が行くシステムも構築されており、
血糖・電解質・脂質で異常値が出た
場合は、当科にすぐ連絡が入ります。
このようにお互い密に相談しながら、
患者さん一人ひとりを病院みんなで
診ているのも、当院ならではだと思い
ます。

職種間・診療科間のつながりを
活かして糖尿病治療を提供する

　外来は一般外来のほか、透析予防
外来・療養指導外来・フットケア外
来を行っています。初診や紹介患者
さんには、まず糖尿病に特化した問
診票を記入してもらい、現在の症状
などのほか、飲酒や間食をするか、
炭酸飲料やソフトドリンクを飲む習
慣があるかなど、具体的な嗜好も把
握できるようにしています（資料2）。
　当院の医師数は、患者さんの数に
比べて多いとは言えませんが、だか
らこそ職種や科を超えて協力し、何
でも言い合える関係ができているの
かもしれません。おかげで、病院機
能評価の認定を受けた際（2014年
1月 3rdG:Ver1.0更新取得）、「横の
つながり日本一」という評価コメント
をいただきました。これからも横のつ
ながりを活かし、よりよい糖尿病治療
を提供していきたいと考えています。

チームで取り組む糖尿病診療

　当科では医師 3名のほか、看護師、
管理栄養士、薬剤師、臨床検査技師、
理学療法士、さらには口腔外科医師
や歯科衛生士など、多科・多職種の
スタッフからなるチームを組織して、
糖尿病診療に取り組んでいます。年
間およそ200件ある教育入院では、
約10日間の入院中、クリニカルパス
に基づいて個別指導を行うほか、各
職種が講師を務める糖尿病教室を
週 4日開催しています。
　教育入院の目的は、患者さんに糖
尿病の基本的な正しい知識を身に着
けていただくことですが、実際には
入院される患者さんの多くが紹介で
あり、何らかの薬物療法が必要な場
合がほとんどです。したがって、糖尿
病治療の最初の方針を決定すること
がわれわれの役割であり、退院後は
紹介元のかかりつけ医に患者さんを
お返しします。その際、スムーズに治
療方針を引き継いでいただけるよう、
患者さんのデータがA4の紙一枚で、
一目でわかるサマリ書式を作成し、
お渡ししています（資料1）。

密な連携で患者さんを診る

　他科の入院患者さんでも、糖尿病

の患者さんに関しては、当科で管理
しています。当院は診療科同士の垣
根がないのが特徴で、電話 1本で他
科から当科に糖尿病診療の依頼が
入る一方、当科から他科に気軽に相
談することが可能です。
　例えば、以前、循環器科医の依頼
で足の動脈硬化について調べたとこ
ろ、糖尿病患者さんの約 8％で動脈
硬化の進展が認められました。そこで、
現在では、症状がなくてもABI値が低
下していれば、末梢動脈疾患の疑い
として、すぐ循環器内科の足外来に相
談しています。
　当院ではこのほか、検査で異常値
が出たら検査科から当該診療科に

診療科の垣根を超えて
糖尿病合併症の発症・進展を予防する

（資料1）
入院患者さんのあらゆる情報が一目
でわかるA4サイズのサマリ書式を作
成。生活習慣やインスリン分泌能、合
併症の程度、服薬などのデータが、こ
の1枚に集約されている

（資料提供：彦根市立病院）

（資料提供：彦根市立病院）

左から　副院長  矢野秀樹先生、主任部長  黒江  彰先生、医長  菱澤方洋先生

（資料 2）
初診患者さんにご記入いただく
糖尿病問診票。食生活や飲み物
の嗜好など、具体的な生活習慣
が把握でき、血糖コントロール悪
化の原因を探る手がかりとなる
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地域に根付いた
地産地消の病院食を提供！
　2012年から、彦根市近郊の
農家から直接購入した農作物
を使った病院食を提供していま
す。以前は冷凍食品を利用する
こともあり、味や産地に関するク
レームが多かったため、彦根市
農林水産課とも連携して、地域
で慣れ親しんだ食材を使用した
安心安全な美味しい病院食を
目指した取り組みを始めました。
　新しい病院食は患者さんに
好評で、なかには「病院食が美
味しいからこのままいたい」と言
う人もいるほどです。2015年
には、一般財団法人都市農山
漁村活性化機構の地産地消メ
ニューコンテストで、最優秀賞

である農林水産大臣賞を受賞
しました。
「地元の農家と直接契約し、1日

700食以上ある病院食を賄うこ
とは、患者さんのためだけでなく、
地域みんなの繁栄につながる
と考えています。」［黒江先生］
　また、曲がりキュウリなど規格
外の野菜も、嚥下食などペース
トにして提供しています。少しで
も安く仕入れられ、双方にメリッ
トがあると考えています。また、
地元の小中高生が農業体験で
育てた野菜を寄付してくれるこ
とがあり、病院食や病院内のレ
ストランで使用するなどして、旬
の味を楽しんでもらっています。

実行可能な食事療法の実践

生活スタイルに合った目標を
患者さん自身に設定してもらう

　入院および外来の糖尿病患者さ
んに対し、栄養科の管理栄養士 8名
が介入して、食事指導を行っています。
指導で心がけているのは、「実行可
能な目標を自分で考えて設定しても
らう」ことです。患者さんは得てして「10

キロやせる」「お菓子は一切食べない」
など、大きな目標を設定しがちですが、
「2ヵ月で 1キロやせる」「カロリーの
低いお菓子に変える」など、できそう
なことを提案し、取り組んでもらうよ
うにしています。
　指導の際は体重記録表のほか、

設定した目標が達成できたかを確認
し、どのようにして達成できたのか、
また達成できなかった場合は、どうし
たらできるかを一緒に考えるようにし
ています。減量が必要な方には、筋
肉量や体脂肪率などの体組成計測
も行っています。体組成計測値は患
者さんご自身の努力の成果が目に
見えてわかるので、測定を楽しみに
している方も多いです。
　外来での食事指導は、透析予防
外来を含めると月約 130件にのぼり
ます。糖尿病から透析導入になる患
者さんは依然多く、栄養士による日々
のサポートは重要です。これからも
できるだけ早期から介入し、透析予

防のため少しでも役に立ちたいと考
えています。
「外来であれ入院であれ、一度はしっ
かりと食事指導しておくことは、当院
の役割だと考えています。また、診療
所の患者さんが当院で食事指導を
受けられるよう、栄養指導依頼のシ
ステムも構築しました。」［矢野先生］

管理栄養士の小野由美先生（栄養科長・
栄養治療室長）

地域で受けられる最先端の糖尿病治療ここが自慢 ! 

図  初夏の地産地消メニュー

図  地産地消メニューコンテストで
農林水産大臣賞を受賞
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口腔内の炎症が
血糖コントロールに影響

　当院では早くから医科・歯科連携
に取り組み、1999年には外来患者さ
ん向けの糖尿病教室で、また 2002

年からは教育入院患者さん向けの糖
尿病教室で、「糖尿病と口腔疾患」の
講義を始めました。後者では歯科衛
生士による専門的口腔ケア：ブラッ
シング指導も行っています。
　以前より糖尿病は歯周病と相互に
影響を及ぼしあい、両者の間に密接
な関係があることが多く報告されて
います。たとえば、歯周病による炎症
はインスリンの作用低下をまねき、血
糖コントロールを悪化させます。また
“親知らず”を長年放置していると、
奥歯に慢性炎症巣が残ったままにな
ることがあります。過去に、2型糖尿
病の患者さんにおいて、“親知らず”
の抜歯により血糖コントロールが大
きく改善した経験を糖尿病学会で報
告したこともあります。
　最近では、急に血糖コントロール
が悪化した高齢の糖尿病患者さんで、
口腔がんが見つかるケースも増えて
います。そのため教室では、かかり
つけ歯科医をもち、定期的に歯科検
診することの重要性についてもお話
しています。

地域における
医科・歯科連携も推進

　糖尿病の口腔管理は院内だけで
行うには限界があるため、地域の歯
科医院との連携が不可欠です。安心

して糖尿病などリスクのある患者さ
んの歯科治療を地域で行ってもらう
ためには、何かあったらすぐ対応で
きるバックアップ体制も必要です。そ
こで、1999年に「口腔外科ホットライ
ン」を開設しました。同時期に始めた
当時若手歯科医を中心とした勉強会
も続いており、こうした先生方のご協
力もあって、当院での紹介・逆紹介
の件数は口腔外科が最も多くなって
います。
　2010～2014年には、滋賀県は「糖
尿病治療における医科・歯科連携推
進モデル事業」地区となり、連携の
ための体制構築が行われました。紹
介状などの手間を省くため、ツール
には糖尿病連携手帳が用いられ、当
院の糖尿病教室でも、歯科医院受診
の際は必ず手帳を持参すること、低
血糖を防ぐため食後に受診すること
を、患者さんに説明しています。

　滋賀県では、さらに歯科医師会が
中心となって、歯科のない総合病院
に歯科医を派遣する事業も始まりま
した。今後地域包括ケアを見据えた
連携を普及させるためには、顔の見
える関係を構築すると同時に、受診
を促す指標となる簡便な検査項目を
設定すること、行政も巻き込んで注
意喚起を継続していくことが必要だ
と考えています。
　また、口腔外科医は糖尿病治療に
おいて、食べることをサポートする役
割も担っていると思います。口腔内
の状態が悪くなれば食事のバランス
が崩れ、柔らかいもの・高カロリーな
ものを摂取しがちになります。きちん
と噛まなければ満腹中枢が刺激され
ず、食べすぎが懸念されます。その
意味で、歯科治療や専門的口腔ケア
は食事療法の一部を担っていると考
えています。

医科・歯科連携チームで
糖尿病治療を行う

歯科口腔外科
部長（統括）

山田剛也 先生

今回取材にご協力いただいたスタッフの皆様

クローズアップ 滋賀県

彦根市立病院

　1891年に設立された彦根市立
病院は、琵琶湖の東、湖東保健医
療圏における唯一の公的医療機
関です。「住みなれた地域で健康
を支え、安心とぬくもりのある病院」
を基本理念に、約 15万人を擁す
る同圏の総合的医療センターとし
て高度な医療を提供するとともに、
地域連携にも力を入れてきました。
　糖尿病・代謝内科は、同圏では
数少ない糖尿病・代謝疾患を専
門とする診療科で、日本糖尿病学
会認定教育施設にも登録されて
います。同科では以前から、糖尿
病の早期診断・治療、合併症の発

症・進展抑制を目標に、多科・多
職種によるチーム医療が行われて
きました。こうした取り組みの結果、
最近では平均HbA1c 7％未満の
患者さんが 50％前後を占めるま
でになっています。
　同院では、急性期病院として重
度高血糖やケトアシドーシスなど
の患者さんを受け入れる一方で、
状態が安定した患者さんはかかり
つけ医にお返しするという、地域
循環型医療を推進しています。現
在は合併症予防に向けて、人間ドッ
クのメニューに動脈硬化検査のオ
プションを加える準備をしており、

将来的には地域の患者さんが半
年に一度程度、同院で詳しい合併
症検査を受けられるようなシステ
ムも検討していく予定です。
　また、同院では患者会「彦根み
ずうみの会」を立ち上げ、ウォーク
ラリーを開催してきました。3回目
からは県内の他院の患者会にも
声をかけ、県全体で共催されるま
でになっています。「1つの病院だ
けで完結するのではなく、スタッフ
同士や患者さん同士、広く地域で
触れ合っていくことは、情報交換と
いう点でも大切だと考えています。」
［矢野先生］

［2018年 2月取材］
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